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論文審査の要旨（2000 字程度） 

 本論文は「 Development of Precision Dispersion Polymerization Based on Allylnickel-catalyzed Living 
Coordination Polymerization of Allene Derivatives and Its Application to Functional Cross-linked Microspheres and 
Nanostructured Materials」と題し、アレン類のリビング配位重合に基づく新規精密分散重合法の開拓とその機能
性高分子ミクロスフェアおよびナノ構造体構築への展開について述べられたものであり、英文で書かれ、六章か
ら構成されている。 
 第一章「General Introduction」では、分散重合およびπ−アリルニッケル触媒を用いたアレン類のリビング配位
重合について概説し、本研究の目的、意義について述べている。 
 第二章「Synthesis of Cross-linked Polymer Microspheres」では、分散重合条件下、単官能のフェノキシアレン
と二官能性のアレンモノマーの共重合による架橋高分子微粒子の精密合成を行った結果について述べている。す
なわち、これら２つのモノマーを同時に加え共重合を行う方法、および段階的に加えブロック共重合を行う方法
についてそれぞれ検討し、いずれの場合にも従来分散重合では合成が困難とされるサイズの揃った架橋高分子微
粒子が得られることを明らかにしている。特に、段階的にモノマーを加える方法では共重合は効率よく進行し、
定量的に架橋高分子微粒子が得られることを明らかにしている。 
 第三章「Surface-functionalization of Cross-linked Polymer Microspheres」では、第二章で得られた架橋高分子
微粒子中に存在するリビング生長末端から機能性モノマーの共重合を行う方法に基づき、微粒子表面の官能基化
を行った結果について述べている。本手法に基づき、各種官能基をもつアレンモノマーの後重合を行うと、対応
する官能基を効率よく表面に付与した機能性架橋高分子微粒子が得られ、官能基の性質に応じて微粒子表面の性
質が顕著に変化することを明らかにしている。さらに、オリゴエーテル鎖をもつモノマーの後重合により、対応
するポリマーセグメントを高分子微粒子の表面に付与すると、温度に応じて親水性から疎水性へと可逆的に表面
特性が変化する感温性微粒子が得られることを明らかにしている。 
 第四章「Application of Cross-linked Polymer Microspheres in Organic Synthesis」では、第三章で得られた水酸
基をもつ架橋高分子微粒子の有機合成への応用について述べている。第一節「Solid-phase Synthesis on 
Functionalized Cross-linked Polymer Microspheres」では、水酸基をもつ高分子微粒子を固相担体として用いた固
相合成の検討を行い、例えば、微粒子上で鈴木−宮浦クロスカップリング反応が効率よく進行することを明らかに
している。第二節「Preparation of Transition Metal-supported Polymer Microspheres and Evaluation of Catalytic 
Activities」では、微粒子上の水酸基を介してホスフィン部位を導入し、ここにパラジウムなどの遷移金属を配位
させる方法で固相担持触媒の構築を行い、各種クロスカップリング反応に繰返し用いることのできる固相担持触
媒としての応用の可能性を検討している。さらに、架橋高分子微粒子の表面に両親媒性セグメントを付与した固
相担持触媒を設計・合成し、水中でもクロスカップリング反応を推進できることを明らかにしている。 
 第五章「Synthesis and Applications of Cross-linked Nanostructures」では、アレン類のリビングブロック共重
合による精密架橋ナノ構造体の構築および得られる架橋ナノ構造体の感温性機能材料への応用を行った結果つい
て述べている。第一節「Synthesis of Cross-linked Nanostructures」では、親水性のモノマーおよび疎水性のモノ
マーをアルコール等の極性重合溶媒中で段階的に加え、ブロック共重合を行うと、共重合の進行に伴い高分子ナ
ノ構造体の自発形成が起こることを明らかにしている。さらに、本共重合系に二官能性のモノマー加え後重合を
行うことにより、耐溶媒性をもつ架橋高分子ナノ構造体が得られることを明らかにしている。第二節「Applications 
of Cross-linked Nanostructures to Heterogeneous Catalyst」では、第一節の手法で構築できる架橋ナノ構造体中
のリビング生長末端から更に水酸基をもつモノマーを後重合させ、水酸基をもつ架橋ナノ構造体を合成し、さら
にホスフィン部位をもつカルボン酸との縮合反応により同骨格を架橋ナノ構造体に付与し、ここに、パラジウム
を配位させることによって、各種クロスカップリング反応に用いることのできる固相担持触媒が調整できること
を明らかにしている。また、ナノ構造体中の親水性ユニットであるオリゴエチレンオキシド鎖の性質を反映して、
温度に応じて触媒活性が変化する、感温性触媒としての応用の可能性を示している。 
 第六章「Summary」では、本論文を総括し、今後の展望について述べている。 

これを要するに、本論文ではアレン類のリビング配位重合に基づく新規精密分散重合法の開拓とその機能性高
分子ミクロスフェアおよびナノ構造体構築への展開に関して述べたものであり、機能性高分子ミクロスフェアお
よび高分子ナノ構造体の新しい精密合成手法として、また得られる高分子微粒子および高分子ナノ構造体の多様
な材料科学的応用の可能性などの観点から、工学上貢献するところが大きい。よって本論文は博士（工学）の学
位論文として十分な価値があると認められる。 
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